





















「宗教と社会貢献」研究会では、2015 年 5 月 9 日（土曜日）に國學院大
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はじめに  櫻井義秀・外川昌彦・矢野秀武 
 
第Ⅰ部 東アジア 
第 1 章 東アジアの政教関係と福祉――比較制度論的視点 櫻井義秀 
第 2 章 近代日本の政教関係と宗教の社会参加 小島伸之 
第 3 章 妹尾義郎と新興仏教青年同盟の反戦・平和運動 大谷栄一 
第 4 章 現代中国の宗教文化と社会主義 長谷千代子 
第 5 章 チベット問題をめぐる宗教と政治――ダライ・ラマの非暴力
運動との関わりから 別所裕介 
第 6 章 戦後台湾の社会参加仏教――佛光山を事例に 五十嵐真子 
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第 9 章 タイにおける国家介入的な政教関係と仏教の社会参加 矢野
秀武 
第 10 章 タイの「開発僧」と社会参加仏教 櫻井義秀 
第 11 章 ミャンマーの社会参加仏教――出家者の活動に注目して 藏
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第 13 章 インドネシアの政教関係と仏教の展開 蓮池隆広 
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第 15 章 スリランカの民族紛争と宗教――ソーシャル・キャピタル論
の視点から 田中雅一 
第 16 章 近現代インドの仏教に見る「社会性」――B・R・アンベード
カルの仏教解釈から現代インドの仏教改宗運動まで 舟橋健
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本書は、「宗教と社会」学会創立 20 周年企画として行われた 2 つのテー
マセッション（第 20 回大会での「社会参加を志向する宗教の比較研究――
























めに」の中で「1 社会参加仏教（Engaged Buddhism）について」「2 宗教
の社会活動と政治」「3 アジアの政教関係と国家の介入」という 3 点から
示されている。以下、その要点を確認しておこう。 
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社会の形成過程や政教分離のあり方への考慮である。つまり、西欧近代を
理念型とした「政教分離的な要素の強い社会を前提とした宗教研究の諸理
論は、時としてこれらの国々の実態にそぐわないことも多いと思われる」
（ⅻ頁）として、アジア諸地域における政教関係の多様性を以下の論点か
ら問い直すことを掲げている（ⅻ～ⅹⅳ）。 
①国家が掲げる宗教的理念（国家が自ら宗教的活動の一翼を担ってい
る状況がある） 
②世俗主義による宗教への介入（世俗主義の国家が様々なかたちで政
教関係に介入してくる） 
③宗教の公的役割をめぐる諸解釈（各国の宗教的な、あるいは反宗教
的な体制理念からの宗教に対する影響性と、宗教の持つ公的役割＝
社会秩序観の諸解釈間の対立） 
「社会参加仏教の可能性を問うには、アジア社会の現実から問いを発し、
論を組み立てねばならない」（ⅹⅳ頁）。編者たちはそう述べる。また、
「アジア諸国の政教関係の基礎情報を提供し、加えて政教関係のコンテク
ストをふまえ、社会参加仏教の考察を試みる」（同）、と本書のテーマを
簡潔にまとめている。 
こうした特徴を持つ本書が、二人の評者によってどのように評価された
のか。また、評者たちからの問いかけに、編者たちはどのように応えたの
か。以下、その記録をご覧いただきたい。 
最後に、充実した原稿をお寄せいただいた評者と編者の方々、また、当
日、ご参加いただいたみなさまに心より感謝申し上げたい。 
